
Ⅰ、はじめに

1966年から10年毎に、東京教育大学体育心理学研究室作成の幼児運動能力テストとその改訂版を用

いて、幼児の運動能力の全国調査が実施されてきた。とりわけ1986年から1997年にかけて幼児の運動能

力が大きく低下したことが報告された。この調査報告を受けて、５年後の2002年に全国調査が実施さ

れた。その結果は（表１）に示したが、1986年から1997年に認められた低下傾向は現在に至っているこ

とが確認された。
　　1）

本研究者らは、2003年に新潟市内の２つの幼稚園と１つの保育園において、この調査と同様の運動

能力テストを実施した。家庭への質問紙については検討を加えて調査を実施した。

本研究はこの調査の中で、新潟市内３園の運動能力の現状報告を行なうとともに、運動能力テスト

の６つの種目と、追調査として青陵幼稚園児を対象に実施した豆つかみテスト（細かい手作業）との

相互関係について検討するものである。

Ⅱ、方　　法

１、調査時期および調査対象　

１）調査時期　　2003年10月～11月　　

２）調査対象

新潟市内の青陵幼稚園、Ｓ幼稚園およびＮ保育園の園児とその保護者に調査を実施した。

青陵幼稚園（男児39・女児43）、Ｓ幼稚園（男児60・女児61）、Ｎ保育園（男児26・女児35）

の有効なサンプルが得られた。

豆つかみテストについては、青陵幼稚園児のみ実施した。

３）調査内容　　

・東京教育大学体育心理学研究室作成の幼児運動能力テストとその改訂版　…　資料１－

①～③
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（上記、調査用紙のうち家庭調査については質問項目に、親の運動経験と習慣、子どもの食

事傾向の項目等を付加した。 …　資料２）

・豆つかみテスト：皿に入った豆を割り箸で別の皿に移動する作業に要した時間を、測定す

るものである。 …　資料３

Ⅲ　結果および考察

１、新潟市内３園における園児の運動能力の現状

新潟市内３園の運動能力検査の測定値と評定点の平均と標準偏差を（表２）に示した。３園の運動

能力検査実施園児数は（表３）のとおりである。種目・年齢別評定点は個々の測定値について、幼児

の運動能力基準表（資料４）に基づいて求めた。

新潟市内の３つの園について、種目・年齢別

評定点において平均値３より高い値・低い値が

散見される。サンプル数が少ないためばらつき

が大きくなっていることが考えられる。しかし、

体支持持続時間については３園いずれも低く、

捕球については３園ともに高い評定点を示して

いる。体支持持続時間の低い評定点の原因につ

いては明らかではない。しかしこのテストにつ

いては特に、身体的な筋持久力の他に、精神的
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表２　運動能力テストの測定値と評定点の平均および標準偏差 

 項目 年齢 
 25ｍ走 4歳後半 
  5歳前半 
  5歳後半 
（秒） 6歳前半 
 立ち幅跳び 4歳後半 
  5歳前半 
  5歳後半 
 （cm） 6歳前半 
 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 4歳後半 
 投げ 5歳前半 
  5歳後半 
 （ｍ） 6歳前半 
 両足連続 4歳後半 
 跳び越し 5歳前半 
  5歳後半 
 （秒） 6歳前半 
 体支持 4歳後半 
 持続時間 5歳前半 
  5歳後半 
 （秒） 6歳前半 
 捕球 4歳後半 
  5歳前半 
  5歳後半 
（回） 6歳前半 
 

 男　児 
 青陵幼稚園    Ｓ　幼稚園    Ｎ　保育園 
 測定値 評定点 測定値 評定点 測定値 評定点 
 Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ 
 7.0 0.55 3.5 1.05 6.8 0.79 3.8 1.08 7.5 1.91 3.0 1.73 
 7.0 0.72 3.1 1.05 6.6 0.77 3.3 1.06 6.8 0.33 3.3 0.52 
 6.5 0.52 3.1 0.79 6.8 1.16 3.1 1.25 6.8 0.46 2.7 0.49 
 6.4 0.67 2.7 0.65 6.2 0.42 3.1 0.62 6.4 0.88 3.0 1.22 
 89.3 22.6 2.8 1.33 99.8 14.3 3.5 1.59 82.0 16.5 2.7 1015 
 92.4 13.8 2.7 0.71 99.9 18.1 3.3 1.06 90.3 19.5 2.7 1.03 
 100.6 16.3 2.8 0.73 109.9 20.0 3.4 1.18 107.1 19.6 3.0 1.15 
 107.7 12.7 2.6 0.67 117.0 8.04 3.0 0.63 115.3 25.8 3.0 1.41 
 4.8 1.9 3.5 1.38 5.0 1.6 3.7 0.79 4.0 1.0 3.3 0.58 
 4.6 1.9 3.1 1.36 5.0 2.1 3.1 1.02 4.2 1.0 2.8 0.75 
 6.2 1.9 3.4 0.87 5.9 2.3 3.3 0.90 7.0 1.4 3.6 0.53 
 6.5 2.0 2.8 0.87 6.5 1.5 2.7 0.70 8.3 3.0 3.4 1.01 
 7.0 1.17 3.0 0.63 6.6 1.34 3.1 1.04 7.1 0.72 3.0 0 
 5.7 0.47 3.3 0.50 6.7 2.63 2.9 1.02 8.1 2.95 2.2 0.75 
 6.1 0.79 2.8 0.69 6.9 2.17 2.7 0.90 5.2 0.26 3.3 0.49 
 6.1 1.20 2.6 0.81 6.0 1.33 2.5 0.63 5.5 0.74 2.9 0.78 
 16.0 11.4 2.7 0.82 20.5 17.9 2.5 0.93 11.0 8.19 2.0 1.00 
 14.6 10.3 2.0 0.87 20.9 13.7 2.4 0.81 18.2 11.9 2.3 0.82 
 21.7 10.9 2.1 0.76 27.5 23.8 2.4 1.06 38.0 13.2 2.9 0.69 
 37.2 16.3 2.6 0.69 45.9 28.0 2.8 0.77 64.6 21.3 3.3 0.50 
 4.3 2.4 3.3 0.82 7.1 2.8 3.9 0.99 1.3 1.2 2.3 1.15 
 6.6 2.2 3.6 0.53 6.7 2.8 3.4 1.20 4.8 2.0 3.0 0.89 
 7.2 2.1 3.5 0.88 7.1 2.6 3.7 0.90 7.1 1.1 3.6 0.53 
 7.8 2.8 3.5 1.04 9.2 1.1 3.8 0.40 8.7 1.9 3.6 0.73

 女　児 
 青陵幼稚園 Ｓ　幼稚園 Ｎ　保育園 
 測定値 評定点 測定値 評定点 測定値 評定点 
 Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ 
 7.2 0.65 3.3 0.89 7.0 0.81 3.7 1.01 7.6 0.98 3.1 1.25 
 7.1 0.47 2.9 0.89 7.6 1.07 2.6 0.99 7.3 0.68 2.8 0.91 
 7.0 0.46 2.9 0.78 6.4 0.66 3.6 1.10 6.7 0.33 2.8 0.50 
 6.8 0.64 2.3 0.82 6.1 0.51 3.7 0.87 6.3 0.41 3.1 0.90 
 77.4 13.1 3.1 0.84 87.2 16.5 3.5 1.04 76.0 17.0 2.8 0.89 
 85.9 16.2 2.9 1.00 84.5 13.7 2.7 0.96 81.8 12.3 2.6 0.62 
 87.4 12.0 2.6 0.73 98.0 15.6 3.1 0.90 90.3 7.8 2.8 0.50 
 88.1 11.6 2.0 0.67 109.1 16.9 3.3 0.95 103.1 11.7 3.0 0.82 
 2.8 0.8 3.1 0.64 3.3 1.5 3.3 1.01 2.9 0.9 3.1 0.83 
 3.3 0.8 3.1 0.57 3.5 1.4 3.3 0.70 3.4 1.0 3.1 0.93 
 3.9 0.9 3.2 0.67 4.4 1.1 3.4 0.78 3.5 0.4 3.0 0 
 4.2 0.9 2.6 0.52 5.3 1.5 3.3 0.79 4.2 0.8 2.6 0.53 
 6.4 0.66 3.3 0.46 6.2 1.03 3.5 0.69 7.2 1.47 3.0 1.07 
 6.8 1.81 2.9 0.93 8.0 1.90 2.5 0.74 7.2 1.52 2.7 0.87 
 6.5 1.13 2.7 0.50 6.4 1.37 2.9 1.00 6.3 0.90 3.0 1.15 
 6.2 1.04 2.2 0.92 5.7 0.76 2.8 0.75 5.8 0.81 2.9 0.69 
 7.6 4.47 1.5 0.76 36.5 34.2 3.1 1.38 20.1 13.0 2.8 0.89 
 19.5 18.0 2.3 1.00 17.9 17.2 2.1 0.99 36.8 41.9 2.9 1.18 
 29.3 35.6 2.4 1.42 38.3 28.0 2.9 1.02 40.3 14.4 3.3 0.50 
 31.6 22.3 2.4 1.08 68.5 38.4 3.3 0.95 51.4 21.9 3.1 0.69 
 4.9 1.4 3.5 0.53 5.6 2.5 3.9 1.04 4.4 3.0 3.3 1.49 
 5.8 2.2 3.5 1.03 6.1 2.8 3.7 0.90 5.2 2.1 3.3 0.70 
 5.9 1.2 3.3 0.50 7.2 2.8 3.6 1.15 4.3 2.9 3.0 0.82 
 6.5 2.8 3.1 1.10 8.4 2.1 4.1 1.00 7.6 1.8 3.1 0.90

表３　運動能力検査実施園児数 

 青陵幼稚園 Ｓ幼稚園 Ｎ保育園 

 年　齢 男児数 女児数 男児数 女児数 男児数 女児数 

 4歳後半 6 8 12 11 4 8 

 5歳前半 9 16 16 15 6 16 

 5歳後半 13 9 15 19 7 4 

 6歳前半 11 10 17 16 9 7 

 合　計 39 43 60 61 26 35



な力（頑張る意欲、あきらめない気持ち）が関係してくることが考えられる。園や家庭での長い時間

頑張るような経験・体験の場を設定することも必要と感じられる。

捕球の高い評定点については、家庭における遊具の調査において、サッカーボールまたはその他ボ

ールの所持の質問に対して、ボールが家庭にないと回答したのは全体で６例だけであったことや、い

ずれの園においてもボール遊びが可能な環境であることなど、新潟市内の３園においては、子どもた

ちがボールで遊ぶ経験が多いことが推測される。

２、運動能力検査と豆つかみテストの相互関係

運動能力テストの各種目の結果および総合点と、豆つかみテストの結果には相互関係は見られなか

った。

保護者への質問紙（幼児の運動遊び調査）の中で、室内遊びと戸外遊びとどちらが多いかという質

問に対する回答について、室内遊びが多い方が豆つかみテストの結果がよい傾向があり、運動能力テ

ストと逆の傾向が認められた。（図１）

このことは、戸外遊びでは大きな筋肉を使う

遊びが多く、室内遊びでは小さな筋肉を使う遊

びが多いことが影響したと考えられる。その他

の質問との相関は認められなかった。今回の結

果から、運動能力テストの各種目（大筋的技能）

と豆つかみテスト（小筋的技能）
　２）

との間には相

互関係は認められなかった。すなわち豆つかみ

テストは運動能力と異なる尺度と考えられる。

しかし今回の研究ではサンプル数が少ないため、

今後サンプル数を大きくして検証する必要があ

ると思われる。

Ⅳ　まとめ及び今後の課題

1966年から2002年の幼児運動能力の全国調査
　　１）

で子どもたちの体力の低下は明らかになっている。また、

鳥居
　　３）

によると学校管理下での災害に関する統計報告により、1970年から2000年までの30年間で負傷、骨

折ともに、明らかに発生率が増加していることが示されており、このことは体力低下との何らかの因

果関係、瞬発力や柔軟性など負傷回避に必要な能力の低下が生じている可能性があるのではないかと

述べられている。健康で逞しい子どもたちの育成は、家庭や保育現場において重要な使命である。子

どもは本来活動的で自発的に運動遊びを行なうものと考えられてきた。しかし、現在の子どもたちの

育つ環境は、家庭環境・自然環境・生活環境ともに、文明・経済の成長に伴ない急激に変化してきて

いる。穐丸
　　４）

によると、昔（1950年代）の子どもたちが幼児期から学童期に教師や保育者に教えられな

くても環境に応じて色々な遊びを展開できたのは、異年齢集団の中でガキ大将から見真似で学ぶプロ

セスがあったからで、今の子どもたちは遊び手段が少なく貧弱で、豊かな遊びへの発展が期待できな

いと述べられている。保育の場において、質の高い遊びの楽しさを体験するためには保育者による運

動遊びの指導の重要性が指摘されている。また幼児期においては、保護者や親の存在が大きく自己評

価をするための重要な基準になっていると言われている。
　５）

自己の価値を評価する場合、幼児期や児童
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前期では、親や教師などの大人が大きな影響を与えてしまうことになる。幼少期では、自己評価に関

しては周囲の大人の影響が強いため、子どもたちが出会う教師や運動指導者の態度や発言が、運動の

好き嫌いに強く影響することになる。また、幼少期の子どもたちが運動好きに育つには、できる楽し

さを経験することよりも運動すること自体それが楽しいという経験を充分に積むことが大切である。
　６）

楽しい経験を積ませるためには、回りの大人が、運動に対する正しい価値観を持ち、子どもたちが運

動遊びを充分に楽しむことができる環境作りへの配慮をすることがたいへん重要になる。子どもたち

が多くの生活時間を送っている保育現場においては、特にこのような見地にたって将来につながる運

動好きの子どもたちの育成に対する配慮が必要と考えられる。

運動能力テストと豆つかみテストとの関係性

は認められなかった。一方、手と脳の発達は密

接な関係にあり、「手はつき出た脳ずい」と表現

されるように指や手の中枢は大脳皮質の運動

野・皮膚知覚野ともに約1/3の面積を占めてい

る。（図２）
　７）

言葉の発達が極端におくれている自

閉児では手の働きの発達がたいへん困難であっ

たり、ダウン氏症候群の子どもの手指がやや短

い特徴があることや、親指の発達と言葉の発達

に関係があるといわれ
　　８）

、豆つかみテストのよう

に細かい手作業の発達状況については、言葉の

発達などの知的学習との関係性が深いと推測さ

れる。今後さらに検討の余地がある。
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図２　運動野と皮膚知覚野の機能局在
7）
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